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C 113 魚油・鶏卵油･植物油投与のラット血清脂質におよぼす影響
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　目的　生体内の脂質代謝は.脂肪酸合成・分解系をはじめ諸種変動の代謝を合tiもので

あり、これら代謝系の変動には摂取脂肋とくに脂肪酸組成の影響がある。そこで今回私共

は、魚油としてタラ肝油を、鶏卵油として卵黄レシチンを、植物油として3 ―ン油を用い

比率をかえラットに投与し、生体内脂質代謝におよぼす影響について検索したので、その

経過並びに結果について報告する。

　方法　実験動物の幼若ラットは、５週令ウィスター系雄ラットを用い１週間固形飼料で

予偽飼育し、実験に供した成熟ラットは約2　ヶ月固形飼料で飼育した体重約250gの同様ラ

ットを同様予備飼育した後実験に供した。、添加油脂はタラ肝油とコ―ン油の組み合せを、

1 0:0 , 5:5, 0：1 0および7:3の比率で、またレシチンとコーン油の組み合せを10:0, 5:5,

0; 10および7; 3の比率で投与し６週間飼育した後血mを採取した。血清成分の分析は総コ

レステロール、H D L －コレステa ―ル、β－リポたん白、GOT, G P TおよびL －C

ＡＴについて実施した。

　結果　発育は各群とも極めてよく、飼育期間中の脱毛・立毛・充血・出血などの異常は

みられなかツた。血清コレステロール値の変動からみると、コーン油1 :　１レシチンおよ

びタラ肝油7 こ3 3ーン油の比率が良好な結果となった。また魚肝Mlと植物油との比較で

は、明らかに魚肝油の方が良好である結果がえられた. L - C A T値は各油脂添加群の間

では変化はみられなかった。
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　S 的　基本食餌(カセ^iンー必デンプン)にMCTS: 添加してラットに与えると血清総脂
劃du，コレステa-;レ(Ch), I)ン脂tiPDなどが着I く梅-F I ,肝臓丁しやＰＬが増力八,

この作用はトリオクタノインで最も強い。今回はタンパクり^とI tカゼイン(C)のほヵヽ分

岨大%タンパ7 質( S )やｸ句ﾚ子ン((i)を用い，またMCT と純皮2S茄E?八混合油(:7, E),

MC丁と純良2SメDHA混合油(3：7. 0), MCT とEPAのエステル交挟油(ME)あるいはDHAと

のエスすル文挟油(MD)を動物に与え. MCTの血漬や肝臓脂質に及ぼす彩響を枝i貝tt.

　方汰　Wistar 糸/tiラ，ト約i叫)3ら匹をC, S, Qの3 群にた別し　更に各群を大豆・

バームヽ混合油(SP)ヒMCT (Cs : C。＝85.0?:|1-.?l,M)の2 区に分け試験食を与えた｡。またラ

ット2十匹を十区に分け, cにE, D, MEあるいはM D を添加した試験食｡を4-几だ。これ

らlO食餌区(タンパク質mメ，脂! 10.2舛，サフラワー油0.8 ≫/･を含む)の動物を自由食

l2時間明暗切り替え飼負隻で.14 日間飼t I PERを測定，飼i終t 日It早Mより７時間他食

さも腹部丸動脈f刺によリ採鉱I 血漬を分離Wた. また｡肝臓と副:う丸脂肪組mを摘出

I t量i測良した。無浅と肝臓の脂質やタンパ7 劃ま釣枝)"に準L-;則定I こ.

　結束　MCT投与で体隻増やは少なくPERと相関し副こう丸脂肪組織奮糞比は恪く，皿

情A/Grtしliあ値を示す。血漬TL，PL, Ch, LDL-Ch, β－リポタンパク咳は高少し特にE,
D, ME, MDtて４トヽ。肝臓TL. TGr, Ch　はc e.で川加するが，s s.と(^ s.でμ減少す

る。ME.に比べE, D, ME, MDE での肝臓TLの侈下＼t, IQが葦1 く減少することによる。
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